
コーチング技能を
活用した院生指導

2017年12月12日（火）13:00-16:10日時

場所 東北大学 川内北キャンパス
教育・学生総合支援センター
東棟 4 階 大会議室

　

講演

出江 紳一
（東北大学医工学研究科 教授）

ワークショップ

出江 紳一・倉重 知也

教育関係共同利用拠点提供プログラム　研究指導法：S-03

　学部の卒業研究や大学院での研究は，学生が様々な知識を動員して探究的活動を行い，問題解決力を育成する最も重要な活動
です。 そのために欠かせないのが，研究指導ですが，日本では研究指導のスキル育成には明確な方法論がありません。 研究指導を担
当する教員は，モデルがなく，試行錯誤しながらスキルを身に着けているのではないでしょうか。 学習科学では，研究指導は，認知的徒
弟制（Cognitive Apprenticeship）と呼ばれ，モデリング・コーチング・足場かけ・詳述・省察・探索といった手順が定式化されています。
特に重要なのは，学生を援助しながら助言や課題を与えるコーチングです。 好評だった昨年に引き続き，出江 ( いずみ ) 紳一氏（東北
大学医工学研究科教授）と，倉重知也氏（株式会社イグニタス代表取締役､国際コーチ連盟 プロフェッショナル認定コーチ）とをお招きし，
コーチングを活用して院生の動機づけを高め，スムーズに指導を進めるスキルアップの機会を設けることにしました。
　院生指導に初めて取り組む方，スキルアップを目指す方はぜひご参加ください。

（株式会社イグニタス代表取締役／エグゼクティブコーチ、国際コーチ連盟(ICF)、
　プロフェッショナル認定コーチ、 一般財団法人生涯学習開発財団認定プロフェッショナルコーチ）

ＨＰの「イベント申込み」から申込みいただけます。

東北大学高度教養教育・学生支援機構


